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学 び の 意 味 を 追 究 す る 小 学 校 歴 史 学 習
一 課題化的比較史の手法を手がかりに －
A Study on History Education in Elementary School :





中の一つ に児童，生徒の 匚勉強離 れ」がある。東
京都の都立市 ヶ谷商業高校の千葉勝吾氏 による調
査では，「家で全く勉強しない」 と答えた高校生
は33.7% とほぼ三人 に一人 の割合 に達 したとい
う。1）また, NHK の生活 時間調 査によ れば，














パ タ ーンが支配 的 にな ってい る とい うので あ
























































































３． 歴史 学習 の理論 と して の 「課 題化的 比較史 」
上 述 の 匚課題化 的比 較史」 を歴史 学習 に組 み込
み授 業構成 し てい くとど うな るのであ ろうか。
まず，課題 の意味から探って みよ う。パ ラグラフ
氏の 厂人類共通の課題」 や上原氏 の「生きていく上
で の課題」 は，歴史学 研究において も容易 に解明で
きない ほど質 の高い ものであ る。 それを歴史学習 に
取り上げ ると，原田氏が指摘 するよ うに「大人で も
解決できない問題を取 り上げ，安易 に解決 の方途を
探らせる欺 瞞性」，「安易な道 徳主義 に陥り，思考停
止となる」11）危険性を含む。つまり，課題の設定 の段
階では， 漠然 とした子ど もの問題意識から出発す る
ことが妥当 ではないかと考える。 そして， 問い の明
確化を図る比較史 の意義をふまえ， それを意識化さ
せ追 究する問いへと高 めるのである。
次 に， 課題 の追 究 につい て考え て みよう。 こ の
段 階で は， 比較 史 の方 法を 駆使 し多 様 な社会 と の
比較 を通して課題を追 究す るごとになる。 しかし，
現 行 のカ リキュ ラムで は多 様な社 会 との比較 とい
う点 で限 界が ある。 そ こで， 本 研究で は 匚課題 化
的比 較史 」 の特質を生 か す立 場 に立 ち， 新 たなカ
リキ ュラ ムを 構成す る こととす る。 また， この段
階では，仮説 の検証を 図る比較史 の意義 をふまえ，
子 ど もが設定 し た仮 説を検証 す る。
最後 に，課 題 の解 明 につ いて 考えて みよ う。 こ
の段階 で は， 因果関 係， 機能関 係，意 味関係 を明
らか にし，課 題を解 明す るこ とにな る。 歴史学 習
で は， 問題 の原 囚 や背 景 （因果 関 係）， そ れが 自
分 とど うつ なが り （機 能関 係）， ど のよ うな 意味
かお るのか （意味関 係） とい う社会 と自己を 起点
とし た総合的 な歴史 認識 の獲得 と とらえ直 せる の
で はな いか と考え た。 そして， 仮 に問 題 の原 因 や
背 景 が わか り， 自分と のつな がりや意 味 に気 付 く
こ とがで きれば，子 ど もに とって歴史 学習 が意 味
あるものになり，漠然 とした問題意識が自分にとっ
て の課 題へ と変容 する ので はな いか と考え る。






































































































































このカ リキ ュラ ム構成 は， まず， 子ど もを取 り
巻 く社会状 況や課 題 とつ なが るであ ろ うテ ーマを
子 ど もの問 題意識を ふ まえ 選定 す る。 こ れを ， 自
分自身 の課題 か ら社 会的 な課題 へ と発展的 に配列
する。 次に， 社会諸 科学 か らテー マと関連 する概
念 を選定 す る。 そ して， これを 時間 的・空 間的比
較 を通 して， 自国か ら他国 へ と発 展的 に， 今 を起
点 として 遡及的 に， 自己を 相対化 す るよう に内容




















































































































衆教育 機関の教育 の特徴やそ の発展の社会的 な背景
を広い視野からとらえることができる。
③生 活や労 働を 通 した 学び
さ らに，民 衆教育 機関 がない 頃 の学 び として，
中世 の生 活，労 働を 通し た学 びに着 目す る。 そ の
特 徴 は，生 活， 労働を 通 して，生 きて い くため に
必 要な手業 や きま りの習得 とい える。子 ど もたち
は， これまで の教育 との比 較を通 して， この学 び
が失 わ れつ つあ る ことに気 付 く。 また， 学ぶ と は
人 間と して生 きてい く上 で必 要 な もので あ ること
に気 付 くこ と になる。 さ らに， イギ リスやヘ ヤー
イ ンデ ィア ン社会 と の比 較を 行い， そ の共 通性 か
ら学 びの普遍性 に気付 くことになる。 また，ヘヤー
イ ンデ ィアン社会 の 匚教 え る， 教え られ る」 文化
が ない とい う差 違性 に驚 き， 厂教育 と は何 か」 を
改 めて 考え るこ とにな る。
（4）「学び と は」 の授業 モデ ルの実 際
本研 究 で は， 以 上 の教 育 内容 を ふ まえ， 匚課 題
化 的比較 史」 の理論 に もとづい て 「学 び とは」 の
授業 モ デルを 作成 した。 そして， 富麻 町立磐 城小
学校 第 ６学 年 ２組 にお いて, 2001 年 ９月ｎ 日よ り
10月16 日にか けて全10 時 間で実践 した。
①テ ーマの 目標と実 施計画
＜ 目標＞
・様 々 な社 会 との比較 を通 して，子 ど もの勉強 に
対 す る問 題意 識を追 究す る問い へ具体化 す る。
・　匚なぜ， 私 たち は学 ぶ のか」 という問 いを， 日
本社会とイギリス社会やカ ナダのヘヤーインデ ィ
アン社会 の学 び の歴史 を比 較 し， そ の共 通点，
差違点 を 明 らかにし なが ら追 究 する。
・学 習して 獲得 した知 識を もと に， 現在 と のつ な
が りや それぞ れの学 び の意 味， そして再 度 匚な
ぜ， 私 たち は学 ぶ のか」 について 考え る。
＜ 実施 計画＞ 全10 時間
・様 々な学 び の様子 や思 い ●　●　●　●　●　●１時間
・日本 社会 の学 びの歴史 ・ ・・ ・・・ ・ ５時間
・イ ギ リス社 会 の学 び の歴史 ・・ ‥ ・ ２時間
・ヘ ヤ ーインデ ィア ン社 会 の学 び の歴 史
‥ ‥ ・１時間
・自分 の勉強 に対 する思 い と学 習 した様々 な
学 びと の比 較　　　　　　 ‥ ‥ ・１時 間
②授業 モデ ルの実践 の概 略
75 －

















































































































































































IV　 課題化 的比較 史 の理論 の検証
本 研 究 で は， 授 業 モ デル の 実 践 結果 を ふ まえ
「‾課題化的比較史」の理論 の四つの意義を検証 する。
１．子 ども の問題 意識 の課題化
第 １時 で は，「な ぜ， 私 た ちは 勉強 する の か」
の問い に対 して，学 級全 て の子 ど もが自分 なり に
答 えを見 つ け出して い た。 つ まり， この時点 で子
ど もたちは， こ の問 い に対 して納 得 してし まって
い た といえ る。 だが， この学習 の結果， 子 ど もた
ちに変容 が見 られ た。 Ａ児 を例 に検証 して みる。
第１時の感想「世 の中 について ゆくために勉強する。」
第 ５時の感想 厂必要な知識だ け勉強してい るこの頃 （寺子 屋
が広まった時代） といろいろな知識を勉強 する現在，ど っち
がいいのかな。」
第10時 厂勉強と は何か という質問が最初に出され私 は，世 の
中についてゆくためと書いたけど， 昔や外国 と比べ るとちが
う答えが たくさん出てきてどれが本当 の答えか分かりません。
で も， これから中学へ行っていろいろな歴史を学ぶか らそ れ















第 ７時，第 ８時( イギリス社会との比較)
｢どの国も同じく自分の国を一番 にするため教育 してい る。｣，
｢学校 という ものはど この国で も大切な ものな んだな。｣，｢ ど
の国 もだんだんと教育 すべきだというよ うにな っている。｣
第 ９時( ヘヤ ーインディアン社会 との比較)
｢や っぱり， ど の国 も義務教育 になってい る。｣，｢‾ど この国




















第 ３時「昔の授業の様子がよくわかった。今 はそんな にきび
しくない ので 驚いた。」，「今 は国が 中心とい うことはないか
ら， 外国とうまくや っていけるのだろう。」
第 ５時「寺 子屋は学校と違って，自分のペ ースで自由で競争
もない。反対に， 自分 のペースの方 がわかりやすいと思う。」，
「寺子屋 はわからないま ま進むことが ないので， すごくいい
と思う。今 もそうだ ったらいいの に。」，「自習 ばかりだと飽
きてし ま う。 や っぱり先生 に教え て もらう方が 理解 しやす
い。」，「昔 の人 は様々な目標を もって勉強しているん だな。」
第 ６時「私 なら絶対 に生 きられない。」，「今 はあ んまり手伝
わないか らちゃん とく らしていけないんだろうな。」



















第 ７時のイギリスの学校設置 の社会的背景を考え た際の
「共 通点 が多 いので 日本 の時 と同じだ と思う」という考え方
第 ８時のおばさん学 校の広がり の社会的背景を考え た際の
「寺 子屋の広がりと同 じような原因だ と思う」という考え方
の よ う に ， 比 較 史 的 な 思 考 を す る 子 ど も の 姿 が 見
ら れ た 。 ま た 。
第10時 匚自分の予想とはずいぶんかけはなれていたように思う。」
と い う 感 想 の よ う に ， 予 想 を 確 か め る 方 法 と し て
の と ら え も 若 干 見 ら れ た 。 し か し ， ま だ 習 得 の 段
階 に ま で は 至 っ て い な い 。 こ れ も 年 間 を 通 し た 学
習 の 必 要 性 を 感 じ た 。
一 方 ， 共 通 性 ， 差 違 性 の 発 見 と い う 広 い 意 味 で の
比 較 と い う 学 び 方 に つ い て も考 え て み た い 。 実 践 の
結 果 ， 国 内 の 歴 史 的 事 象 の 比 較 は も ち ろ ん ， 外 国 の
歴 史 的 事 象 と の 比 較 も 行 う こ と が で き た 。 さ ら に ，
自 然 に 今 の 社 会 や 教 育 と の 比 較 や 今 の 自 分 と の 比 較
も行 う こ と が で き た 。 こ れ は ， こ の 理 論 に お い て ，
比 較 の 対 象 ， 比 較 の 基 軸 と な る 知 識 ， 情 報 ， 主 体 ，
比 較 の 意 図 が 明 確 で あ っ た た め と 考 え ら れ る 。 つ ま
り ， 広 い 意 味 で の 比 較 と い う 学 び 方 の 習 得 に つ い て
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